
～登校時の注意と知っておきたいこと～ 

 

新型コロナウイルスは、自分自身で増えることができず、粘膜などの細胞に付着して入り込み増えます。健康な皮膚に

は入り込むことができず表面に付着するだけと言われています。表面についたウイルスは時間が経てば壊れてしまします

が、物の種類によっては１日～３日間くらいは感染する力をもつと言われています。 

そこで、流水と石けんで手洗いや手指消毒用アルコールによって感染力を失わせることができます。 

 

Q どうやって感染するの？ 

 現時点では、飛沫感染（ひまつかんせん）と接触感染の２つが考えられます。 

（１）飛沫感染 感染者の飛沫（くしゃみ、咳（せき）、つば など）と一緒にウイルスが放出され、他者

がそのウイルスを口や鼻から吸い込んで感染します。 

※感染を注意すべき場面：屋内などで、お互いの距離が十分に確保できない状況で一定時間を過ごすとき 

 

（２）接触感染 感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、自らの手で周りの物に触れると感染者の

ウイルスが付きます。未感染者がその部分に接触すると感染者のウイルスが未感染者の手に付着し、

感染者に直接接触しなくても感染します。 

※感染場所の例：電車やバスのつり革、ドアノブ、エスカレーターの手すり、スイッチなど 

 

 

＜咳エチケット＞ 
感染症を他人に感染させないために、咳・くしゃみをする際に、マスクやティッシュ・ハンカチ、袖、

肘の内側などを使って、口や鼻を抑えることです。 
 

 

＜通学時注意＞ 
 

１ マスクの着用 

２ 手洗いの徹底 

■通学時の電車の中、ドアノブ、つり革など様々なものに触れる事により、自分の手にもウイルスが付着

している可能性があります。 

■触れているだけでは感染はしません。その手で,目や口、顔に触れることで感染する可能性があります。 

■すぐに手洗いできない場合で顔や目や口に触れたい時は、携帯アルコールスプレーやアルコール除菌ウ

エットティッシュで手指を清潔にしてから触れて下さい。 

■電車の中では、可能な限り間隔を空けて乗車する。（座席に座れるようなら座る） 
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